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東
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

 
 

                                  

カ
レ
ン
ダ
ー 

  2 0 2 4 年 1 月 1 5 日 （ 月 曜 日 ） 第 0 2 1 8 号 

令和6年1月15日 

(月曜日) 

裏面もご覧ください 

 亀井 純子 さん 作 

 

14
日
（
日
）
集
団
検
診 

16
日
（
火
）
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室 

17
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

22
日
（
月
）
稲
穂
サ
ロ
ン
（
新
一
） 

 
 
 
 
 
 
 

23
日
（
火
）
市
民
講
座 

 
 
 
 
 

「
初
笑
い 

新
春
落
語
会
」 

 
 
 
 
 

ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室 

24
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

26
日
（
金
）
絵
手
紙
教
室 

 
 
 
 
 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
20
時
～ 

 

28
日
（
日
）
集
団
検
診 

結
果
返
し 

 

 
 
 

2
日
（
土
）
ふ
れ
あ
い
昼
食
会 

3
日
（
土
）
谷
っ
子
「
物
づ
く
り
」 

4
日
（
日
）
平
尾
台
野
焼
き 

6
日
（
火
）
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

7
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

9
日
（
金
）
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
15
時
～ 

10
日
（
土
）
健
康
講
話
「
薬
剤
師
の
話
」 

13
日
（
火
）
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室 

 
 
 

14
日
（
水
）
市
丸
サ
ロ
ン 

 
 
 
 
 

市
民
講
座 

 

 
 
 

「
コ
ー
ヒ
ー
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」 

1
月 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。  

 

み
な
さ
ま
に
は
、
新
た
な
気
持

ち
で
令
和
六
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
平
素
よ
り
地
域
活
動
へ
の

 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。  

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

も
、
昨
年
五
月
に
五
類
へ
と
引

き
下
げ
ら
れ
、
社
会
活
動
・
経

済
活
動
が
日
常
に
戻
り
つ
つ 

あ

る
の
を
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
終
息
し
た
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続
き

感
染
防
止
対
策
に
は
十
分
な
ご

配
慮
を 

お
願
い
致
し
ま
す
。  

 
今
年
の
干
支
は
甲
辰
で
す
。

努
力
す
れ
ば
実
り
や
す
く
な
っ

て
い
く
年
、
辰
で
あ
る
「
龍
」

は
誰
が
見
て
も
力
強
さ
を
も
っ

て
お
り
、 

権
力
の
象
徴
と
も
さ

れ
て
い
る
動
物
で
す
。
そ
の
よ

う
な
力
溢
れ
る
年
に
な
り
や
す

く
、
活
気
づ
く
年
に
な
る
と 
言

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
度
よ
り
平
尾
台
野

焼
き
委
員
会
事
務
長
を
し
て
い
ま

す
、
蜷
川
新
で
す
。
昨
年
中
は
公

私
に
わ
た
り
皆
様
方
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
東
谷
地
区
の
事
業
の
ひ
と

つ
に
「
平
尾
台
の
野
焼
き
」
が
あ

り
ま
す
。
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
等
で

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
少
し
ご

説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

平
尾
台
の
野
焼
き
は
東
谷
地
区

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
あ
る

「
平
尾
台
野
焼
き
委
員
会
」
が
中

心
と
な
り
、
北
九
州
市
や
福
岡

県
、
行
橋
市
、
苅
田
町
、
小
倉
南

区
役
所
、
消
防
、
警
察
、
九
州

電
力
、
ソ
ラ
ラ
ン
ド
平
尾
台
な

ど
の
多
数
関
係
機
関
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
実
施
し
て
い
ま

す
。 

 

野
焼
き
の
準
備
は
、
９
月
の

中
旬
に
防
火
帯
の
事
前
調
査
を

行
い
、
10
月
か
ら
11
月
に
か
け

事
業
者
に
て
防
火
帯
を
設
置
し

ま
す
。
防
火
帯
の
幅
は
20

ｍ

（
一
部
10

ｍ
の
と
こ
ろ
も
あ

り
）
で
す
。
１
月
か
ら
は
、
手

順
や
安
全
対
策
の
協
議
を
重

ね
、
行
政
機
関
と
の
連
絡
調
整

会
議
や
、
各
町
内
の
野
焼
き
従

事
者
と
の
実
行
委
員
会
を
経

て
、
野
焼
き
（
火
入
れ
）
を
行

う
た
め
の
準
備
に
入
り
、
例
年

で
あ
れ
ば
２
月
下
旬
か
ら
３
月

に
か
け
て
野
焼
き
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
今
年
は
例
年
よ
り
早
く

２
月
４
日
（
日)

に
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。 

2
月 

昔
の
野
焼
き
は
現
在
よ
り
も
広

い
範
囲
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
昭
和
52
年
の
野
焼
き
に
お

い
て
、
貫
山
な
ど
に
延
焼
し
犠

牲
者
が
出
た
こ
と
か
ら
、
し
ば

ら
く
中
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
野
焼
き
を
行
わ
な
い

と
失
火
が
多
く
、
地
元
住
民
や

観
光
客
の
安
全
確
保
を
す
る
た

め
、
ま
た
害
虫
駆
除
の
目
的
や

里
山
の
環
境
保
全
の
た
め
野
焼

き
を
再
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
東
谷
地
区
と

関
係
機
関
が
協
議
を
重
ね
、
防

火
帯
を
設
置
し
て
万
全
の
安
全

を
確
保
し
た
上
で
平
成
５
年
に

野
焼
き
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
約
３
４
０
㏊
の
野
焼

き
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

野
焼
き
当
日
は
、
午
前
６
時

30
分
に
関
係
機
関
が
集
ま
り
、

現
地
で
風
速
を
測
る
な
ど
し

て
、
実
施
す
る
か
ど
う
か
の
判

断
を
し
ま
す
。
続
い
て
、
山
火

事
で
犠
牲
に
な
っ
た
方
々
の
慰

東谷地区自治連合会 
会 長 

内尾 正憲 

1月の絵手紙 

野焼き委員会 
事務長 
蜷川 新 

絵手紙教室 東谷市民センター和室 
1月26日【金】10時～お気軽にどうぞ 

わ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
面

で
元
気
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う

に
と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。  

 

昨
年
を
振
り
返
れ
ば
二
月
の

平
尾
台
の
野
焼
き
に
始
ま
り
、

冬
は
な
び
、
七
月
の
平
尾
観
光

ま
つ
り
、
十
月
の
東
谷
区
民
体

育
祭
は
残
念
な
が
ら
悪
天
候
の

為
、
興
農
会
体
育
館
で
デ
ィ
ス

コ
ン
で
し
た
が
子
ど
も
さ
ん
も

一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。  

 

十
一
月
十
八
日
の
東
谷
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
多
く
の
み
な
さ

ん
が
集
い
、
コ
ロ
ナ
禍
前
以
上

の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
ま
し

た
。 

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
秋
は

な
び
は
メ
モ
リ
ア
ル
花
火
を
企

画
し
好
評
で
し
た
。 

風
向
き
に
よ
っ
て
は
、
灰
が
降
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
洗
濯
も
の
な
ど
ご
注
意
下
さ
い 

 

２
月

４
日(

日)
 

霊
碑
に
お
参
り
し
、
全
体
集
会

に
て
火
入
れ
従
事
者
の
火
入
れ

場
所
の
確
認
や
消
防
署
員
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
、
注
意
事
項
等
の

説
明
を
し
ま
す
。
そ
の
後
、
火

入
れ
従
事
者
、
消
防
関
係
者
、

警
察
、
行
政
関
係
者
等
約
３
０

０
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
に

展
開
し
ま
す
。 

 

火
入
れ
従
事
者
と
消
防
関
係

者
の
展
開
と
入
山
者
が
い
な
い

か
な
ど
の
安
全
確
認
後
、
10
時

30
分
頃
を
目
途
に
消
防
ヘ
リ
の

サ
イ
レ
ン
や
花
火
の
合
図
に
よ

り
、
山
の
上
か
ら
第
一
次
の
火

入
れ
を
行
う
予
定
で
す
。
続
い

て
11
時
頃
に
今
度
は
下
の
方
か

ら
第
二
次
の
火
入
れ
を
行
う
予

定
で
す
。
午
後
か
ら
は
、
ソ
ラ

ラ
ン
ド
平
尾
台
周
辺
か
ら
南
地

区
一
帯
に
か
け
て
一
斉
に
火
入

れ
を
行
い
、
15
時
か
ら
16
時
頃

に
は
終
了
す
る
予
定
で
す
。
あ

く
ま
で
時
間
は
す
べ
て
予
定
で

あ
り
、
当
日
の
安
全
を
確
認
し

 

翌
週
二
十
六
日
は
小
倉
南
区

総
合
防
災
訓
練
、
何
れ
も
関
係

者
の
方
は
大
変
で
し
た
が
良
い

結
果
に
終
わ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
い

た
全
て
の
方
々
の 

お
陰
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
お
で
か
け
交
通
に
関

し
て
は
東
谷
管
内
に
限
り
半
額

三
百
円
で
の
ご
利
用
を
三
月
末

迄
延
期
し
ま
し
た
。
然
し
乍
ら

依
然
と
し
て
赤
字
が
続
い
て
い

ま
す
。
今
後
の
利
用
状
況
次
第

で
前
途 

極
め
て
厳
し
い
状
況
で

す
。
お
で
か
け
交
通
運
営
協
議

会
は
「
お
で
か
け
交
通
運
営
基

金
箱
」
を
市
民
セ
ン
タ
ー
に 

設

置
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

と
共
に
継
続
す
る
た
め
の
打
開

策
を
模
索
し
て
い
ま
す
が
、
何

と
い
っ
て
も
、
乗
っ
て 

い

た

だ

く
こ
と
が
一
番
で
す
。
特
に
市

丸
校
区
の
み
な
さ
ん
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。  

 

今
年
も
、
東
谷
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
は
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
、
住
み
よ
い
安

全
安
心
の
東
谷
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
の
で
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。  

 

結
び
に
、
み
な
さ
ま
に
と
っ

て
良
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

祈
念
し
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。  

な
が
ら
す
す
め
ま
す
。 

 

今
年
の
野
焼
き
は
、
２
月
４
日

(

日)

に
行
う
予
定
で
す
が
、
当
日

の
天
候
不
良
等
に
よ
り
延
期
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
当
日
は
ソ

ラ
ラ
ン
ド
平
尾
台
で
野
焼
き
の
観

覧
が
出
来
ま
す
の
で
、
壮
大
な
野

焼
き
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。
ま

た
、
野
焼
き
が
実
施
さ
れ
ま
す
と

風
向
き
に
よ
っ
て
は
灰
が
降
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
洗
濯
物
等

に
は
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も

東
谷
地
区
自
治
連
合
会
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
、
平
尾
台
野
焼
き
委

員
会
へ
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

２
月
10
日
（土
）、
24
日
（土
）  

 
 

 

 
 
 

25
日
（日
） 

３
月
２
日
（土
）、
10
日
（日
） 

 

こ
の
度
、
石
川
県
能
登
地
方
で
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 



 
 

 
 

 

      

      東   谷   ま   ち   づ   く   り   だ   よ   り 
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一
月
八
日
に
東
谷
興
農
会
体
育

館
で
『
第
50
回
東
谷
地
区
新
年

祝
賀
会
』
が
尊
田
小
倉
南
区
長

は
じ
め
、
行
政
や
政
治
、
東
谷

と
関
係
す
る
企
業
の
来
賓
九
十

四
名
、
地
域
の
役
員
百
二
十
三

名
、
総
勢
約
二
百
二
十
名
で
、

に
ぎ
や
か
に
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
事
務
局
と
し
て

皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 東

谷
地
区
協
議
会
の
目
的

は
、
東
谷
地
区
の
経
済
的
、
社

会
的
地
位
の
向
上
に
あ
り
ま

す
。
地
区
協
議
会
は
、
こ
れ
ま

で
、
地
元
企
業
の
産
業
開
発
の

窓
口
と
し
て
環
境
や
操
業
面
の

 

東谷地区協議会 
事務局 

山下 郁史 

調
整
、
平
尾
台
の
観
光
開
発
や

観
光
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
、
行

政
の
事
業
や
バ
ス
等
の
社
会
基

盤
確
保
へ
の
助
成
な
ど
の
事
業

を
し
て
来
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
展
開
す
る
上
で
、
住
民
相

互
、
住
民
と
企
業
、
政
治
や
行

政
と
の
融
和
と
親
睦
を
図
る
新

年
祝
賀
会
は
重
要
な
行
事
で
あ

り
ま
す
。
加
え
て
、
東
谷
地
区

の
運
営
を
若
い
人
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
す
る
端
緒
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
り
ま

す
。 

 

20
世
紀
ま
で
は
『
東
谷
地
区

新
年
祝
賀
会
』
の
参
加
者
は
東

谷
地
区
内
の
役
員
と
行
政
職
員

な
ど
、
七
十
～
八
十
人
で
、

ギ
ュ
ー
ギ
ュ
ー
な
状
態
で
、
東

谷
公
民
館
の
講
堂
で
開
催
し
て

い
ま
し
た
。
私
も
当
時
の
町
内

会
長
か
ら
誘
わ
れ
、
何
度
か
参

加
い
た
し
ま
し
た
。 

 

平
成
十
三
年
に
武
中
会
長

が
、
現
会
長
の
前
田
さ
ん
が
副

会
長
、
私
が
事
務
局
長
に
就
任

し
ま
し
た
。
若
い
人
と
東
谷
地

区
関
連
企
業
を
も
っ
と
呼
ぶ
こ

と
、
行
政
マ
ン
や
政
治
家
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど

を
考
え
、
当
時
の
自
治
連
合
会

や
東
谷
興
農
会
の
会
長
の
方
々

と
も
協
議
し
て
、
平
成
14
年
1

月
に
初
め
て
東
谷
興
農
会
の
体

★母子健康手帳・バスタオル持参 

「妊産婦・乳幼児 
    なんでも相談」 

1月23 (火 ) 
10：30～11：30 

  

 薬剤師の平川です。今年も健康講話

をさせていただくことになりました。 

 新型コロナウイルスが落ち着きを見

せ始めると、それまでおとなしくして

いたインフルエンザウイルスや他の感

染症などが予想どおり猛威を振るうよ

うになりました。 

 

 ある程度予想できていたことなのですが、季節を問

わずに蔓延してきているので、現在在庫が足りない薬

がいっぱいある状態です。 

 基礎疾患をお持ちの方は消毒、マスクなど予防をお

願いします。ここ2～3年で免疫がなくなっているの

で、寒い時期は暖かくして、保湿を心がけましょう。 

 さて、今回の健康講話は初心に返って「薬の正しい

飲み方」でお話しさせていただきたいと思っていま

す。薬は大事ですが、正しく使わないと場合によって

は「毒」となることもあります。せっかく服用するな

ら、効果的に正しく服用できるように一緒に勉強して

いきましょう。   

健康づくり部会 
薬剤師 
平川 剛 

 

 呼野町内の史跡散策は８月２６日（土）に開催し、前回に引き続きまだ相当暑
かったので東谷市民センターで講座のみ行いました。 

 呼野町内は東谷川の上流部で、東は平尾台、西は福智山に連なる山系に挟ま

れた比較的狭い地域で農業的には広い耕地はありません。その代わり東西の山

地には鉱物資源が多く江戸時代から明治期にかけて金銅、石灰石の産出があ

り一時は大いに栄え東谷地区の経済を支えていた時期がありました。また、秋

月街道の難所金辺峠手前の宿場町でもありました。そのため他の町内とは一味

違った風合いがあると思います。なお呼野町内も史跡文化財の数が多いため

前後2回の講座になります。今回の講座で取り上げた場所は以下の９ヵ所です。 

①呼野駅 ②呼野のスイッチバック ③華道記念石碑  

④ＵＢＥ三菱セメン ト社宅⑤呼野里程標 ⑥呼野宿と城井屋  

⑦呼野お茶屋跡 ⑧圓龍寺⑨大山祇神社 

大泉寺などのお糸伝説関係、上呼野、金辺峠付近はまた呼野の後編で取り上げ

ます。次回の散策日程は未定です。  

（文責： 西田 順一 ） 

圓
龍
寺  

呼野駅前の華道記念碑  

大山祇神社の 

大公孫樹 

呼野公民館前の説明板と里程標 

12/25 市民講座 
「お正月アレンジメント」 

12/23 門松設置 

12/26 谷っ子子ラブ 
「コロコロ飾り巻きずし」 

～薬剤師による健康講話～ 

２月１０日（土）  14 ：00～ 

講師： 薬剤師 平川 剛 氏 

東谷市民センター講堂にて 

市民センターの外壁工事の

足場がはずれ、玄関に立派

な門松が飾られました。 

育
館
で
『
第
31

回
新
年
祝
賀

会
』
を
開
催
し
、
百
三
十
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
平
成
17

年
は
百
六
十
名
、

平
成
22

年
は
百
九
十
名
、
平
成

24

年
に
は
二
百
名
を
超
え
、
平

成
28

年
二
百
四
十
名
、
令
和
2

年
に
は
二
百
七
十
名
と
な
り
ま

し
た
。
三
年
休
ん
で
の
今
回

は
、
二
百
二
十
名
と
若
干
減
少

し
て
い
ま
す
。
減
少
要
因
と
し

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
三
年

休
止
し
た
事
、
井
手
浦
町
内
が

尻
振
り
祭
の
た
め
不
参
加
だ
っ

た
事
、
東
谷
地
区
の
高
齢
化
と

人
口
減
少
、
役
員
の
減
少
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

今
後
は
、
地
域
の
活
性
化
の

た
め
祝
賀
会
の
開
催
内
容
や
方

法
、
案
内
の
や
り
方
を
工
夫
し

て
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
方
が

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
る
新

年
祝
賀
会
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
お
知
恵
と
ご

協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 


